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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　覆部と、該覆部に繋げられて一対の環状を形成する耳掛け用紐体とから構成し、
　前記紐体は常温では弾性の寄与が粘性よりも高く、装着することにより熱が加わること
で弾性よりも粘性の寄与が高くなる熱可塑性エラストマ材から成ることを特徴とする耳掛
け紐付きカバー。
【請求項２】
　前記紐体は前記熱可塑性エラストマ材から形成された芯糸と、該芯糸に螺旋状に巻き付
けられた巻糸とから成ることを特徴とする請求項１に記載の耳掛け紐付きカバー。
【請求項３】
　前記熱可塑性エラストマ材は４－メチル－１－ペンテン共重合体を含む組成物から成る
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の耳掛け紐付きカバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば眼帯等の頭部の一部を覆い、紐体により耳に掛ける耳掛け紐付きカバ
ーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　目、口、鼻その他の人体の一部を保護するため、織物、編物、不織布等から成る覆部に
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、弾性を有するゴム紐等の紐体が環状をなすように繋げられた眼帯、マスク等の紐付きカ
バーが、医療用の他に、衛生用、安全用等の様々な用途で使用されている。
【０００３】
　このような紐付きカバーを人体に装着するためには、覆部に繋げられた紐体の弾性を利
用する。例えば、特許文献１、２には、覆部本体と、この覆部に繋げられ、耳に掛けるた
めに環状にした一対のゴム紐等の伸縮性のある紐体と、この紐体に取り付けられ、長さを
調整可能な寸法調整部とを備えたカバーが開示されている。この寸法調整部は、一対の紐
体を紐孔に挿通させ、紐体に沿って移動させることにより紐体の環状の径を調整可能とし
ている。
【０００４】
　この紐付きカバーを装着する場合には、指で紐体に応力を加えて環を拡径し、拡径した
環状の紐体を耳の付け根に掛ける。そして、耳に掛けた後に指で紐を放して、紐体の元の
状態に縮径しようとする復元力により耳の付け根に係止することで装着は完了する。
【０００５】
　このとき、使用者の感じる装着感は、装着した直後においては紐からの絞め付けをやや
強く感じる方がフィット感があるが、時間経過と共に絞め付け力が強いために痛みを感じ
始めることがある。
【０００６】
　また、特許文献３には４－メチル－１－ペンテン共重合体組成物を押出成形、射出成形
によって成形し、振動、衝撃吸収部材等として様々な用途で利用することができることが
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１４－３０５８４号公報
【特許文献２】実用新案登録第３０８８５０１号公報
【特許文献３】特開２０１５－７１７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このように、紐付きカバーの装着直後の快適であった装着感が、時間経過と共に痛みに
代る。このため、従来の眼帯においては、痛みを感じ始めた頃に一度紐体を耳から外し、
寸法調整具により環状の紐体の径を多少大きくなるように調整して再度、装着し直すこと
が多い。この寸法調整具の再調整は使用者にとって煩わしいという問題がある。
【０００９】
　また、寸法調整具を設けずに紐体を指で結ぶことで環状の紐体の径を調整する紐付きカ
バーにおいては、更に再調整の手間が煩わしいという問題もある。
【００１０】
　本発明の目的は、上述の課題を解消し、使用中に常時快適な装着感が得られる耳掛け紐
付きカバーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するための本発明に係る耳掛け紐付きカバーは、覆部と、該覆部に繋げ
られて一対の環状を形成する耳掛け用紐体とから構成し、前記紐体は常温では弾性の寄与
が粘性よりも高く、熱が加わり常温より温度が高くなると弾性よりも粘性の寄与が高くな
る熱可塑性エラストマ材から成ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る耳掛け紐付きカバーによれば、熱が加わると特性が変化する熱可塑性エラ
ストマ材を紐体に使用することで、体温が紐体に伝達すると紐体から受ける締め付けが次
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第に緩和されてゆき、継続して快適な装着感を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】耳掛け紐付きカバーの説明図である。
【図２】紐体の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明を図示の実施例に基づいて詳細に説明する。
  図１は耳掛け紐付きカバーの説明図であり、耳掛け紐付きカバーとして、例えば片眼を
覆う眼帯１が挙げられ、眼帯１は覆部２と、１本の紐体３とから構成されている。
【００１５】
　覆部２は合成樹脂等の矩形状の板材から成り、覆部２の表面には多数の孔部２ａが設け
られている。この眼帯１を使用する際には、これらの孔部２ａと眼との間にガーゼやコッ
トン等の衛生材料を挟み込んで使用することになる。
【００１６】
　覆部２の上辺部２ｂと下辺部２ｃには、辺に沿ってそれぞれ複数個の紐孔２ｄ、２ｅが
形成されている。そして、１本の紐体３の一端３ａが、上辺部２ｂの紐孔２ｄに縫うよう
に挿通され、更に他端３ｂを折り返すように下辺部２ｃの紐孔２ｅに縫うように挿通され
ている。
【００１７】
　紐体３の一端３ａと他端３ｂとを結ぶことにより、使用者の目と耳との長さに応じて左
右の耳掛環３ｃ及び耳掛環３ｄを装着時に絞め付けをやや強くなる程度の大きさに調整さ
れている。なお、指で結ぶ以外に、上述の寸法調整部を紐体３に取り付けるようにしても
よい。
【００１８】
　耳掛け紐付きカバーで使用する紐体３は、図２で示すように熱可塑性エラストマ材から
成る紐状又は帯状の芯糸３ｅに、巻糸３ｆが螺旋状に巻き付けられている。なお、巻糸３
ｆを巻き付けずに、芯糸３ｅのみから成る紐体３としてもよい。なお、熱可塑性エラスト
マ材は常温でゴム弾性体の性能を示す高分子物質であって、熱を加えることで可塑化する
特性を有するものである。
【００１９】
　芯糸３ｅとしては、熱可塑性エラストマ材のうち、ｔａｎδピーク温度が１５～５５℃
、好ましくは３０～４５℃の範囲にあるもの、更にはｔａｎδピーク値が１．０以上であ
って、好ましくは１．５～４．０の範囲にあるものを用いる。
【００２０】
　具体的には、特許文献３に記載された４－メチル－１－ペンテン含量が７２ｍｏｌ％、
プロピレン含量が２８ｍｏｌ％で構成される４－メチル－１－ペンテン共重合体Ａを用い
ることができる。
【００２１】
　この共重合体Ａは特許文献３の表１に示すように密度が８３９Ｋｇ／ｍ3、極限粘度［
η］が１．５ｄｌ／ｇ、重量平均分子量（Ｍｗ）と数平均分子量（Ｍｎ）との割合（分子
量分布；Ｍｗ／Ｍｎ）が２．１、重量平均分子量（Ｍｗ）がポリスチレン換算で３３７０
００、ｔａｎδピーク温度が３１℃となっている。
【００２２】
　また、表１及び図１に示すようにｔａｎδピーク値が２．８となっており、共重合体Ａ
における温度ごとの損失正接ｔａｎδの値は、特許文献３の図１に示すように、２４℃前
後で１．０未満～１．０超に転じている。
【００２３】
　なお、ｔａｎδピーク値とは、－４０～１５０℃の温度範囲で１０ｒａｄ／sの周波数
で動的粘弾性測定を行って得られる損失正接ｔａｎδの最大値のことである。また、ｔａ



(4) JP 6573540 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

ｎδピーク温度とは－４０～１５０℃の温度範囲で１０ｒａｄ／ｓの周波数で動的粘弾性
測定して得られる損失正接ｔａｎδの値が最大となる際の温度のことである。更に、動的
粘弾性測定には、厚さ３ｍｍのプレスシートを４５ｍｍ×１０ｍｍに切り取った測定試料
について、ＡＮＴＯＮＰａａｒ社製ＭＣＲ３０１を用いることにより行うことが望まれる
。
【００２４】
　損失正接ｔａｎδの値は、熱可塑性エラストマ材が備える粘性と弾性のうち、１未満で
あれば弾性の寄与が高いことを、１であれば弾性と粘性の寄与が等しいことを、１超であ
れば粘性の寄与が高いことをそれぞれ示している。
【００２５】
　また、芯糸３ｅとして、特許文献３に記載された４－メチル－１－ペンテン重合体Ａ１
００重量部に対して、芳香族炭化水素から得られる樹脂であるイーストマンケミカル株式
会社製Ｒｅｇａｌｒｅｚ１１２６を６０重量部、耐熱安定剤としてのｎ－オクタデシル－
３－（４’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－ブチルフェニル）プロピネートを０．２
重量部を配合した４－メチル－１－ペンテン共重合体組成物Ｂを用いることもできる。
【００２６】
　この共重合体組成物Ｂは、ｔａｎδピーク温度が特許文献３の表３に示すように４９．
３℃、表３及び図１に示すようにｔａｎδピーク値が２．１４となっている。また、共重
合体組成物Ｂにおける温度ごとの損失正接ｔａｎδの値は、特許文献３の図１に示すよう
に、３７．５℃前後で１．０未満～１．０超に転じている。
【００２７】
　糸状又は帯状に成形した紐体３の芯糸３ｅとして、ｔａｎδピーク値が１．０以上であ
り、ｔａｎδピーク温度が常温の１５～２５℃程度よりも高い温度範囲であって、損失正
接ｔａｎδの値が１．０未満から１．０超に転ずる温度が２５℃～３５℃前後の温度範囲
となる４－メチル－１－ペンテン共重合体を含む組成物である熱可塑性エラストマ材を用
いることが好適である。
【００２８】
　巻糸３ｆは芯糸３ｅと皮膚とが直接触れないように、これらの間にあって、皮膚を保護
するためのものであり、糸又は織物又は編物から成っている。また、巻糸３ｆを介在させ
ることにより、芯糸３ｅへの熱伝達を調整することもできる。
【００２９】
　眼帯１を装着する際には、２０℃程度の常温とした眼帯１の耳掛環３ｃ及び耳掛環３ｄ
に指で応力を加えて、耳掛環３ｃ及び耳掛環３ｄを拡径し、両耳の付け根に耳掛環３ｃ及
び耳掛環３ｄを掛ける。
【００３０】
　次に、耳掛環３ｃ及び耳掛環３ｄに加えていた指による応力を解放し、紐体３が元の状
態に縮径しようとする復元力により、耳の付け根を締め付けることで装着が完了する。
【００３１】
　紐体３は伸縮性に優れているため、装着時に装着を円滑に行うことができ、かつ装着直
後は絞付け力が稍々強いためフィット感があり快適である。そのまま、眼帯１を装着した
状態を維持すると、体温が紐体３に伝達し、紐体３から受ける締め付けが次第に緩和され
てゆく。このため、耳の付け根が痛くなるようなことはなく、継続して快適な装着感が得
ることができる。
【００３２】
　なお、本実施例は眼帯を用いて説明したが、例えば、口鼻を覆うマスク等の耳掛け紐付
きカバーに適用することができる。
【００３３】
　覆部２に繋げられて環状をなす紐体３として、少なくともｔａｎδピーク温度が常温よ
りも高い温度範囲にあって、損失正接ｔａｎδの値が１．０未満から１．０超に転ずる温
度が２５℃～３５℃前後の体温近くの温度範囲の熱可塑性エラストマ材を採用することで
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、装着する前後にあっては、引っ張り易くすると共に紐体３からの適度な締め付け力を得
るために弾性力が強く、装着することによって熱が加わり常温より温度が高くなると弾性
よりも粘性の寄与が高くなり、紐体３からの締め付け力を軽減することになる。
【符号の説明】
【００３４】
　１　眼帯
　２　覆部
　３　紐体
　３ｃ、３ｄ　耳掛環
　３ｅ　芯糸
　３ｆ　巻糸

【図１】

【図２】
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